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第9回勉強会を開催しました！
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「＃（ハッシュタグ）」とは、SNS等で特定のテーマについて検索して一覧表示する機能のことです。

大分県内の農林水産業の中から選りすぐりの話題を大分県拠点からお届けします。

大分県拠点だより

第9回勉強会は、「産地で学ぼう！有機生産者と消費者の

交流」をテーマに開催しました。

まず、きたむらファームのほ場（有機JAS認証ほ場）で、

北村さんご夫妻からほ場の概要や土づくりの工夫（土壌改

良のために焼酎かすを活用）、栽培時期・方法、さつまい

もの除草対策等について説明後、参加者からは、「焼酎か

すの散布の仕方」「無農薬栽培に伴う周囲の慣行栽培農家

への影響はどうか」「大雨の時の対応は」など熱心な質問

がありました。

令和５年11月22日

豊後高田市

勉強会の概

要はこちら

ほ場見学後は、会場を豊後高田市コスモス

ホールに移して、有機生産者を囲んで交流会を

行いました。交流会では、5つのグループに分か

れて意見交換をしました。有機生産者がそれぞ

れの栽培方法や農産物の特徴、環境に対する思

いを語り、消費者からも「これからの農業のあ

り方や地産地消を推進することでかなりの環境

悪化を免れるのではないか」「生産者と消費者

とのつなぎの場が必要だ」など、双方の理解を

深める場となりました。

＃ 令和６年度農林水産予算概算決定額は2兆2,686億円

12月22日、政府は令和６年度予算案を閣議決定しました。農林

水産関係予算は、令和５年度補正予算とあわせて、必要額を確保し、

切れ目のない現場支援が可能な予算となっています。

「食料・農業・農村政策の新たな展開方向」を踏まえ、食料安全

保障の強化、環境対応、人口減少への対応の３本柱を中心に、新し

い資本主義の下、若者や意欲ある農林水産業者が夢を持って農林水

産業に取り組めるような環境整備、元気で豊かな農山漁村の次世代

への継承等の実現を主な目的としています。

大分県拠点では、予算の概要について大分県内の行政機関、生産

者団体、生産者、事業者の皆様に説明を行って参りますので、ご質

問、ご意見を是非お寄せください。

「令和６年度農

林水産予算概算

決定」はこちら
⇒

⇓



豊後高田市でスイートピーの栽培をしています。

以前から食料を自給自足できる農家を尊敬してお

り、結婚を機に移住し、主人と二人で就農しまし

た。最終的に花き生産を選択しましたが、きれい

な花が育つことが嬉しいので作業も楽しく、花で

たくさんの人を笑顔にできる素晴らしい仕事だと

感じています。ベリーダンスのインストラクター

でもあり、各地で教室を持ちながら、イベントに

も参加しています。農業との両立を図り、

Instagramではダンスに農業や日常生活を織り交

ぜて発信するなど、「半農半X」も楽しんでいます。

日田市で、梅、柚子、米を生産・販売しています。10年前に金融機関

を退職し、両親の元で家業である農業を手伝い始めました。最初は父

に生産の現場を、その後母に加工を学び、昨年正式に事業継承しまし

た。6次産業化にも力を入れており、商品名には母の名前を冠した

『たみちゃんシリーズ』が好評を得ています。昨年の「梅しょうが

（ご飯のお供）」に引き続き、今年は新たに「梅干し飴」が誕生しま

した。

農地利用最適化推進委員やおおいたAFF女性ネットワーク委員等を兼

務しており大忙しの日々ですが、いろいろ経験して学びながら、頼ら

れる人になれればいいなと思っています。休日は大好きなロックを聞

いて過ごし、仕事へのパワーをチャージしています。

【発行元】 九州農政局大分県拠点地方参事官室

【連絡先】〒870-0047 大分市中島西1-2-28 TEL 097-532-6131

大分県拠点HPではこの他の意見交

換の様子もご覧いただけます。

大分農政

大分県拠点では「現場と農政を結ぶ」ことを目的に生産者・事業者

との意見交換等を実施しています。ここでは、その一部をご紹介し

森食品（日田市）
令和５年11月２８日

泰平アグリ（豊後高田市）
令和５年12月13日

美しい花で人々を笑顔にしたい！

＃ 農業者等との意見交換

＃ 第10回農政懇話会を開催しました！ 令和５年１2月１4日

大分県拠点会議室

「現場と農政を結ぶ」業務の一環として、マスコミ各社への情報提供

と現場意見の反映を目的に「第10回農政懇話会」（今年度2回目）を

開催しました。県拠点から、先日公表した令和5年産水稲の収穫量につ

いてや、事前にマスコミから要望のあった畜産・酪農をめぐる情勢、

高病原性鳥インフルエンザをはじめとした家畜伝染病対策について説

明を行いました。また、食料・農業・農村基本法の見直しやみどり戦

略学生チャレンジ、県拠点独自の取組である大分☆農・カーボンプロ

ジェクトなどについて情報提供を行い、その後意見交換を行いました。

母から娘へ 昔ながらの食文化を継承する

大分県拠点HPでは、本紙掲載の

泰平アグリの野田雅代さんや森

食品の森敬子さんなど、元気な

女性農業者や若手農業者の記事

を別途掲載しています。ぜひこ

ちらも左のQRコードからご覧く

ださい。

前途洋々コーナー


